
1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い 平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い

　鬼城山を中心にした一帯は吉備史跡県立自然公園
に指定され、その中に中国自然歩道「古代山城を訪
ねるみち」として山頂を巡るルートが設定されてい
ます。入口にはビジターセンターが整備され、森の
中の城壁に沿った遊歩道を歩きながら、桃太郎話の
モチーフとなった温羅伝説の舞台としての古代ロマ
ンを満喫できる数多くの遺跡を楽しむことができま
す。また、地元の子供たちにも、発掘調査跡地の植
樹活動を通じて、古代の歴史遺産にふれあう機会が
設けられています。

　「鬼城山の山頂には、総延長約2.8㎞もの城壁
がめぐらされている鬼ノ城があります。城壁の
高さは５～７ｍを測る大きなものですが、ほと
んど土で造られています。崩れないように丹念
に突き固められていて、掘るにはスコップでは
困難、ツルハシが必要といわれます。築城への
熱意を感じ、その根気と労力には脱帽です。」
と、岡山県古代吉備文化財センターの金田さん
は『鬼ノ城』の魅力を語ります。

岡山県マスコットももっち
No.418.   2011.  7.  1

「鬼城山」（総社市）の紹介

地元小学生による発掘調査跡地復旧の植樹活動

城壁の一角「屏風折れの石垣」
（岡山県古代吉備文化財センター提供）
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森林の名称　鬼城山（きのじょうざん）

ア ク セ ス　国道 180 号国分寺口から北へ６㎞

　　　　　　山陽自動車道岡山・総社 ICから約８㎞

問 合 せ 先　鬼城山ビジターセンター

　　　　　　〒719-1105　総社市黒尾 1101-2

　　　　　　Tel&Fax　0866-99-8566

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。

　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が
支払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

－12－
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認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。（間伐材 10%+ 古紙 70%）



平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い 平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い

林
組
合
へ
の
期
待
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
な
お
、
間
伐
方
法
は
、
列
状
間
伐

＋
定
性
間
伐
と
し
、
収
入
間
伐
コ
ス
ト

と
し
て
は
、
他
地
区
で
実
施
し
た
収
入

間
伐
と
比
較
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

等
が
生
か
さ
れ
、
約
三
割
程
度
の
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
報
等
で
団
地
化
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
同
地
区
内
に
新
た
に

約
一
〇
〇
㌶
の
団
地
が
設
定
さ
れ
る
な

ど
、
職
員

と
地
域
が

一
丸
と

な
っ
て
団

地
化
に
よ

る
森
林
資

源
の
安
定

供
給
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

三

　お
わ
り
に

　「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実

現
に
向
け
、
集
約
化
及
び
作
業
路
の
開

設
を
推
進
し
、
適
切
な
森
林
整
備
が
確

実
に
、
低
コ
ス
ト
で
行
わ
れ
る
仕
組
み

が
構
築
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員

　木
村

　淳
二
）

け
で
、
団
地
化
を
図
り
、
集
約
化
に
よ

る
効
率
的
な
素
材
生
産
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

―
  

低
コ
ス
ト
実
践
モ
デ
ル
団
地
の
概

要
は
？

　モ
デ
ル
団
地
は
、
新
見
市
哲
西
町
上

神
代
地
内
の
約
六
十
五
㌶
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
森
林
所
有
者
は
二
十
名
で
、

七
〜
九
齢
級
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
林
分

が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
基
盤
と
な
る
路
網
が
林
道
の
一
路

線
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
搬
出
間
伐
に

取
り
か
か
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
し

た
。

―
  

取
組
の
状
況
・
成
果
は
？

　森
林
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
を
進
め

た
結
果
、
全
て
の
森
林
所
有
者
か
ら
長

期
施
業
委
託
契
約
を
締
結
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
区
域
外
の
所
有
者
か
ら
も

施
業
委
託
の
要
望
が
あ
が
る
な
ど
事
業

を
通
じ
て
森
林
整
備
を
担
う
役
割
や
森

一

　は
じ
め
に

　新
見
市
森
林
組
合
は
、
平
成
十
六
年

十
月
一
日
に
阿
新
地
域
の
新
見
市
、
大

佐
町
、
神
郷
町
、
哲
多
町
、
哲
西
町
の

五
つ
の
森
林
組
合
が
広
域
合
併
し
、
設

立
し
た
森
林
組
合
で
す
。
新
見
地
域
の

民
有
林
五
万
九
千
㌶
の
森
林
経
営
を
担

い
、
地
域
の
「
環
境
保
全
」
、
「
地
産

地
消
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
保
育
・
林

産
・
木
材
加
工
ま
で
の
総
合
的
な
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
利
用
時
期
を
迎
え
た
森
林
資
源
の

安
定
供
給
に
向
け
た
取
り
組
み
を
新
見

市
森
林
組

合
の
清
水

販
売
課
長

に
話
を
お

聞
き
し
ま

し
た
。

二

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
  

安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
は
？

　平
成
二
十
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
低
コ

ス
ト
モ
デ
ル
団
地
設
置
事
業
が
き
っ
か

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
①
】

新
見
市
森
林
組
合
の
紹
介

新
見
普
及
指
導
区

清水販売課長

森林所有者宅への訪問

高性能林業機械による作業状況

●「おかやま森づくり県民税」事業の実績と計画について　

●林業技術現地適応化促進事業

●農業、林業、水産業の連携について

県民共有の財産である森林の持つ公益的機能を持続的に発揮させるため、
「おかやま森づくり県民税」により実施した森林保全事業の平成 22 年度実績と
23 年度計画を御紹介します。

事 業 紹 介
【担当課：関係各課】

〔Ｈ22 実績〕
371,883　千円

101,310　千円 193,241　千円

17,640　千円 25,611　千円

・８，９齢級のスギ・ヒノキ人工林の切捨間伐経費等の助成（作業道）
・山土場から市場へのｽｷﾞ間伐材搬出経費の助成
・経営を放棄している所有者に代わって行う間伐経費の助成
・造林補助事業（国庫補助）と連携した効率的な間伐の実施

・道路沿線、人家の裏等の危険な松くい虫被害木の伐倒・整理
・松くい虫被害木及び不用木の除去、天然下種更新等による自然力
　を活かした森林の早期再生
・市町村等の提案による地域の多様な森づくりへの支援
・適切な森林管理を目標とした森林 GIS の導入を促進

森林の持
つ公益的
機能を高
める森づ
くり

健全な人
工林の整
備

多様な森
づくり

・森林・林業の現状や課題 , 森づくり県民税の使途等につい
ての広報活動

・森の名人による森林環境教育の推進
・地域イベント会場での森林・林業の普及啓発活動

・県下のみどりの少年隊の交流大会の実施
・森林ボランティア活動における指導者の育成
・県民参加による植樹・保育活動等の実施
・森林保全活動に取り組もうとする企業への支援

森林・林
業情報の
提供と森
づくり活
動の推進

県民への
情報提供
等

森 づくり
のための
人材養成、
県民参加
による森
づくり

・林業事業体が実施する新規就業者の現場研修費の助成
・技術習得のための、森林利用施設での実践活動機会の提供
・林業労働安全のための装備、器具等の導入支援
・林業に必要な専門的知識と技能を有する優秀な林業作業士の養成

・公共施設や、老人ホーム等において県産材を使用した内装や木製
用具の整備に助成、観光地や商店街等での県産材を使用したまち
づくりに助成

・県産材机・椅子を小学校に導入し、快適な環境を整備・助成
・県産材の安定供給体制づくりへの支援等
・木材・建築事業者が連携した公共建築物等での県産材利用課題
検討を支援、公共建築物の木造化計画作成を支援、木造建築や県
産木製品等の利用のＰＲ

・間伐材等の未利用木質系バイオマスの利活用研究・開発の支援
・生徒自らの企画による県産材を活用しＵＤを取り入れた施設の整備

担い手の
確保と木
材の利用
促進

林業労働
者の就労
条件の整
備・若い
担い手の
育成

木材の利
用促進

〔Ｈ23 計画〕
439,150　千円

582ha（42,795ｍ）
123ha
453ha

2,333ha

60ha､1,516m3

2,414m3

10 地域
端末機の導入６台

600ha（37,500ｍ）
120ha
600ha

2,290ha

110ha､1,730m3

3,100m3

５地域
データの調整等１社

111人
161ha

80人分
７人

予算内

2,000 組
－

10 計画

11件
１校

パンフレット等 30 千枚

６地区
７地区

１回（500人）
20人
35 回

658,002 千円

87人（18 事業体）
175ha（23 箇所）

263人分（13 事業体）
8人

26 件

1,525 組（64 校）
１団体

－

－
１校（7m3）

パンフレット等 23 千枚

６地区
６地区

１回（延 500人）
延べ 89人

81回（延べ 3,862 人）
協定締結１企業

合計　490,833 千円

新

新

新は新たな取組
※それぞれの事業の詳しい説明については岡山県のホームページをご覧ください。
　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=57

　松くい虫被害跡地において、従来の薬剤を使用した防除方法に比べ環境への負担が小さ
く、低コストで実施できる新たな防除方法として、マツノマダラカミキリの天敵である「サビ
マダラオオホソカタムシ」の増殖方法及びこの昆虫を利用した防除技術について検討します。

〔検討内容〕・増殖・放飼に係る作業歩掛かり
　　　　　・入手困難な原材料や機材を使用しない簡略な増殖方法の検討
　　　　　・代替法を含めたすべての増殖方法による増殖効率の比較
　　　　　・サビマダラオオホソカタムシの人工増殖マニュアルの作成及び成果品の活用

【担当課：農林水産総合センター普及推進課】

サビマダラオオホソカタムシ

　本年度、普及推進課では、農・林・水産部
門が連携して、「廃カキ筏の竹炭による施設野
菜の硝酸集積対策」の調査研究に取り組んで
います。これはカキ筏由来の竹炭を簡易炭化炉
で炭化し、コマツナを栽培している施設野菜畑
に施用するもので、土壌の効果的な塩類濃度
障害の回避に役立つものか検討するものです。

①カキ筏

②廃竹材

③炭化炉

④炭焼き

⑤竹炭

⑥効果調査

－２－－３－
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十
月
一
日
に
阿
新
地
域
の
新
見
市
、
大

佐
町
、
神
郷
町
、
哲
多
町
、
哲
西
町
の

五
つ
の
森
林
組
合
が
広
域
合
併
し
、
設

立
し
た
森
林
組
合
で
す
。
新
見
地
域
の

民
有
林
五
万
九
千
㌶
の
森
林
経
営
を
担

い
、
地
域
の
「
環
境
保
全
」
、
「
地
産

地
消
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
保
育
・
林

産
・
木
材
加
工
ま
で
の
総
合
的
な
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
利
用
時
期
を
迎
え
た
森
林
資
源
の

安
定
供
給
に
向
け
た
取
り
組
み
を
新
見

市
森
林
組

合
の
清
水

販
売
課
長

に
話
を
お

聞
き
し
ま

し
た
。

二

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
  

安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
は
？

　平
成
二
十
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
低
コ

ス
ト
モ
デ
ル
団
地
設
置
事
業
が
き
っ
か

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
①
】

新
見
市
森
林
組
合
の
紹
介

新
見
普
及
指
導
区

清水販売課長

森林所有者宅への訪問

高性能林業機械による作業状況

●「おかやま森づくり県民税」事業の実績と計画について　

●林業技術現地適応化促進事業

●農業、林業、水産業の連携について

県民共有の財産である森林の持つ公益的機能を持続的に発揮させるため、
「おかやま森づくり県民税」により実施した森林保全事業の平成 22 年度実績と
23 年度計画を御紹介します。

事 業 紹 介
【担当課：関係各課】

〔Ｈ22 実績〕
371,883　千円

101,310　千円 193,241　千円

17,640　千円 25,611　千円

・８，９齢級のスギ・ヒノキ人工林の切捨間伐経費等の助成（作業道）
・山土場から市場へのｽｷﾞ間伐材搬出経費の助成
・経営を放棄している所有者に代わって行う間伐経費の助成
・造林補助事業（国庫補助）と連携した効率的な間伐の実施

・道路沿線、人家の裏等の危険な松くい虫被害木の伐倒・整理
・松くい虫被害木及び不用木の除去、天然下種更新等による自然力
　を活かした森林の早期再生
・市町村等の提案による地域の多様な森づくりへの支援
・適切な森林管理を目標とした森林 GIS の導入を促進

森林の持
つ公益的
機能を高
める森づ
くり

健全な人
工林の整
備

多様な森
づくり

・森林・林業の現状や課題 , 森づくり県民税の使途等につい
ての広報活動

・森の名人による森林環境教育の推進
・地域イベント会場での森林・林業の普及啓発活動

・県下のみどりの少年隊の交流大会の実施
・森林ボランティア活動における指導者の育成
・県民参加による植樹・保育活動等の実施
・森林保全活動に取り組もうとする企業への支援

森林・林
業情報の
提供と森
づくり活
動の推進

県民への
情報提供
等

森 づくり
のための
人材養成、
県民参加
による森
づくり

・林業事業体が実施する新規就業者の現場研修費の助成
・技術習得のための、森林利用施設での実践活動機会の提供
・林業労働安全のための装備、器具等の導入支援
・林業に必要な専門的知識と技能を有する優秀な林業作業士の養成

・公共施設や、老人ホーム等において県産材を使用した内装や木製
用具の整備に助成、観光地や商店街等での県産材を使用したまち
づくりに助成

・県産材机・椅子を小学校に導入し、快適な環境を整備・助成
・県産材の安定供給体制づくりへの支援等
・木材・建築事業者が連携した公共建築物等での県産材利用課題
検討を支援、公共建築物の木造化計画作成を支援、木造建築や県
産木製品等の利用のＰＲ

・間伐材等の未利用木質系バイオマスの利活用研究・開発の支援
・生徒自らの企画による県産材を活用しＵＤを取り入れた施設の整備

担い手の
確保と木
材の利用
促進

林業労働
者の就労
条件の整
備・若い
担い手の
育成

木材の利
用促進

〔Ｈ23 計画〕
439,150　千円

582ha（42,795ｍ）
123ha
453ha

2,333ha

60ha､1,516m3

2,414m3

10 地域
端末機の導入６台

600ha（37,500ｍ）
120ha
600ha

2,290ha

110ha､1,730m3

3,100m3

５地域
データの調整等１社

111人
161ha

80人分
７人

予算内

2,000 組
－

10 計画

11件
１校

パンフレット等 30 千枚

６地区
７地区

１回（500人）
20人
35 回

658,002 千円

87人（18 事業体）
175ha（23 箇所）

263人分（13 事業体）
8人

26 件

1,525 組（64 校）
１団体

－

－
１校（7m3）

パンフレット等 23 千枚

６地区
６地区

１回（延 500人）
延べ 89人

81回（延べ 3,862 人）
協定締結１企業

合計　490,833 千円

新

新

新は新たな取組
※それぞれの事業の詳しい説明については岡山県のホームページをご覧ください。
　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=57

　松くい虫被害跡地において、従来の薬剤を使用した防除方法に比べ環境への負担が小さ
く、低コストで実施できる新たな防除方法として、マツノマダラカミキリの天敵である「サビ
マダラオオホソカタムシ」の増殖方法及びこの昆虫を利用した防除技術について検討します。

〔検討内容〕・増殖・放飼に係る作業歩掛かり
　　　　　・入手困難な原材料や機材を使用しない簡略な増殖方法の検討
　　　　　・代替法を含めたすべての増殖方法による増殖効率の比較
　　　　　・サビマダラオオホソカタムシの人工増殖マニュアルの作成及び成果品の活用

【担当課：農林水産総合センター普及推進課】

サビマダラオオホソカタムシ

　本年度、普及推進課では、農・林・水産部
門が連携して、「廃カキ筏の竹炭による施設野
菜の硝酸集積対策」の調査研究に取り組んで
います。これはカキ筏由来の竹炭を簡易炭化炉
で炭化し、コマツナを栽培している施設野菜畑
に施用するもので、土壌の効果的な塩類濃度
障害の回避に役立つものか検討するものです。

①カキ筏

②廃竹材

③炭化炉

④炭焼き

⑤竹炭

⑥効果調査

－２－－３－
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◇
◇
新
見
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
新
見
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
七
）
七
二―

九
一
六
九

　
県
北
西
部
の
新
見
市
を
区
域
と
し
て

い
ま
す
。
利
用
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
森

林
資
源
の
整
備
、
ま
た
、
そ
の
活
用
を

図
る
こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
本
年
度
は
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
森
林
整
備
の
着
実
な
実
施
及
び
、

新
た
に
始
ま
る
森
林
環
境
保
全
直
接
支

援
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
◇
津
山
普
及
指
導
区
◇
◇

  

美
作
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  

℡
（
〇
八
六
八
）
二
三―

一
三
七
七

　
県
の
北
部
の
津
山
市
、
鏡
野
町
、
美

咲
町
、
久
米
南
町
の
一
市
三
町
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
県
内
有
数
の
林
業

地
、
木
材
の
加
工
・
流
通
拠
点
で
あ
る

当
指
導
区
で
は
、
森
林
組
合
、
木
材
組

合
、
林
業
事
業
体
、
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
間
伐
や
路
網

整
備
、
木
材
関
連
施
設
整
備
等
の
取
組

み
へ
の
支
援
、
住
宅
・
公
共
施
設
へ
の

美
作
材
利
用
推
進
等
木
材
の
生
産
か
ら

利
用
ま
で
を
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。   

◇
◇
井
笠
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
井
笠
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
五
）
六
九―

一
六
三
一

　
県
南
西
部
の
笠
岡
市
、
井
原
市
、
浅

口
市
、
里
庄
町
、
矢
掛
町
の
三
市
二
町

を
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
当
普
及
指
導

区
の
主
な
活
動
は
①
森
林
保
全
活
動
に

取
り
組
む
里
山
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
や

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
②
松
く
い
虫
被
害
の
総

合
的
な
対
策
や
間
伐
の
計
画
的
な
実
施

の
た
め
の
市
町
、
森
林
組
合
等
と
の
連

絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
高
梁
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
高
梁
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
六
）
二
一―

二
八
四
七

　
県
中
西
部
に
位
置
す
る
高
梁
市
を
区

域
と
し
、
吉
備
高
原
の
一
角
を
占
め
る

丘
陵
地
帯
と
、
そ
れ
に
続
く
急
峻
な
地

形
で
構
成
さ
れ
、
天
然
ア
カ
マ
ツ
林
が

多
く
、
県
下
で
も
有
数
の
マ
ツ
タ
ケ
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
三

月
に
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
を
目
的
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
の
里
・
高
梁
」
と
緊
密
な

連
携
の
も
と
「
高
梁
美
し
い
森
」
や

「
企
業
の
森
」
な
ど
を
拠
点
と
し
た
森

林
体
験
、
里
山
保
全
等
の
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
南
東
部
の
備
前
市
、
赤
磐
市
、
和

気
町
の
二
市
一
町
を
区
域
と
し
、
森
林

面
積
四
万
五
千
㌶
、
人
工
林
率
十
八
㌫

と
い
う
地
域
で
す
。
天
然
林
は
、
か
つ

て
ア
カ
マ
ツ
が
優
占
し
て
い
ま
し
た

が
、
松
く
い
虫
や
山
火
事
で
近
年
で
は

広
葉
樹
林
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
普

及
指
導
区
で
は
、
森
林
の
適
正
管
理
、

松
く
い
虫
対
策
、
山
火
事
予
防
、
森
づ

く
り
の
推
進
な
ど
に
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
◇
倉
敷
普
及
指
導
区
◇
◇

  
備
中
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  
℡
（
〇
八
六
）
四
三
四―

七
〇
五
一

　
県
中
南
部
の
倉
敷
市
、
総
社
市
、
早

島
町
の
二
市
一
町
を
区
域
と
し
て
い
ま

す
。
森
林
所
有
者
、
意
欲
的
な
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
関
心
の
あ
る

企
業
、
市
町
等
関
係
機
関
を
結
び
つ
け

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
森
林
・
林
業
体
験
等
の
拠
点

施
設
で
あ
る
倉
敷
及
び
真
備
の
「
美
し

い
森
」
を
中
心
に
、
「
倉
敷
地
域
森
づ

く
り
の
会
」
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

森
林
・
林
業
教
育
や
里
山
の
保
全
な
ど

を
進
め
る
と
も
に
、
県
産
材
の
需
要
拡

大
に
も
努
め
、
都
市
住
民
を
含
め
多
様

な
客
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
九
地
区
の
普
及
指
導

区
及
び
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
に
林

業
普
及
指
導
員
三
十
九
名
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
各
普
及
指
導
区
に
お
い
て

は
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
・
木
材
に
関
す
る
ご
相

談
を
随
時
承
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
◇
岡
山
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
前
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  

℡（
〇
八
六
）
二
三
三―

九
八
三
三

　
県
中
南
部
に
位
置
し
、
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し

た
岡
山
市
や
玉
野
市
、
瀬
戸
内
市
、
加

賀
郡
吉
備
中
央
町
の
三
市
一
町
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
吉
備
中
央
町
や
岡
山

市
北
部
（
旧
建
部
町
）
の
人
工
林
率
の

高
い
地
域
に
お
け
る
間
伐
等
の
森
林
整

備
の
推
進
、
「
長
船
美
し
い
森
」
等
で

の
植
樹
の
つ
ど
い
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
の
森
林
保
全
活
動
の
支

援
に
特
に
力
を
入
れ
て
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
東
備
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
前
県
民
局
　
東
備
地
域
森
林
課

  

℡（
〇
八
六
九
）
九
三―

一
一
三
七

払
い
、
玉
切
り
、
集
積
の
複
数
工
程
を

こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
林
業
機
械
で

す
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
ヘ
ッ
ド
は
四
七
〇
㌔

と
軽
量
で
、
造
材
方
法
は
ス
ト
ロ
ー
ク

式
を
採
用
し
て
お
り
、
初
心
者
で
も
容

易
に
操
作
で
き
る
機
種
で
す
。

　
ま
た
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
は
玉
切
り
し
た

木
材
を
、
積
込
み
、
運
搬
、
積
下
し
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
林
業
機
械
で
、
走

行
は
ク
ロ
ー
ラ
ー
式
な
の
で
、
軟
弱
な

林
地
で
も
容
易
に
走
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す.

ま
た
、
ダ
ン
プ
機
能
も
装
備

し
て
お
り
、
積
下
し
も
効
率
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
内
で
は
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
た
め
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
。
森
林
研
究
所
で
は

導
入
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用

し
、
知
識
や
技
術
の
習
得
の
た
め
の
研

修
を
実
施
し
て
行
く
予
定
で
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

や
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
◇
◇

  

森
林
研
究
所

  

℡
（
〇
八
六
八
）
三
八―

三
一
五
一

  

森
林
研
究
所
　
木
材
加
工
研
究
室

  

℡
（
〇
八
六
七
）
四
四―

三
三
六
七

　
森
林
研
究
所
に
配
置
さ
れ
、
各
種
の

林
業
技
術
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
試
験
研
究
の
成
果
を
広
く
普
及

し
、
林
業
・
木
材
産
業
普
及
現
場
の
要

望
を
試
験
研
究
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、

普
及
と
研
究
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

普
及
指
導
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

  

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
つ
い
て

　
森
林
研
究
所
で
は
、
平
成
二
十
三
年

三
月
末
に
高
性
能
林
業
機
械
の
ハ
ー
ベ

ス
タ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
導
入
し
ま
し

た
。

　
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
立
木
の
伐
倒
、
枝

◇
◇
真
庭
普
及
指
導
区
◇
◇

  

美
作
県
民
局
　
真
庭
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
七
）
四
四―

七
五
六
六

　
県
北
部
の
真
庭
市
及
び
新
庄
村
の
一

市
一
村
を
区
域
と
し
、
早
く
か
ら
人
工

造
林
が
進
み
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
木

材
関
連
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
森

林
所
有
者
・
森
林
組
合
・
市
町
村
と
連

携
し
作
業
路
等
の
基
盤
整
備
や
間
伐
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
真
庭
」
の
実
現
を
目
指
し
、
林

地
残
材
な
ど
未
利
用
木
質
資
源
の
有
効

利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真
庭

シ
ス
テ
ム
協
議
会
等
と
連
携
し
原
木
の

安
定
供
給
に
向
け
た
資
源
量
調
査
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
◇
勝
英
普
及
指
導
区
◇
◇

  

美
作
県
民
局
　
勝
英
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
八
）
七
三―

四
〇
五
八

　
県
北
東
部
の
美
作
市
・
勝
央
町
・
奈

義
町
・
西
粟
倉
村
の
四
市
町
村
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
北
東
部
の
粟

倉
地
域
を
中
心
に
県
下
で
も
比
較
的
早

く
か
ら
人
工
造
林
が
進
め
ら
れ
、
着
実

に
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
当
普
及
指
導
区
の
主
な
活
動
は
①

森
林
組
合
・
市
町
村
と
連
携
し
た
間
伐

の
推
進
、
②
森
林
作
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
指
導

普
及
情
報
〈
普
及
指
導
区
の
紹
介
〉
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◇
◇
新
見
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
新
見
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
七
）
七
二―

九
一
六
九

　
県
北
西
部
の
新
見
市
を
区
域
と
し
て

い
ま
す
。
利
用
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
森

林
資
源
の
整
備
、
ま
た
、
そ
の
活
用
を

図
る
こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
本
年
度
は
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
森
林
整
備
の
着
実
な
実
施
及
び
、

新
た
に
始
ま
る
森
林
環
境
保
全
直
接
支

援
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
◇
津
山
普
及
指
導
区
◇
◇

  

美
作
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  

℡
（
〇
八
六
八
）
二
三―

一
三
七
七

　
県
の
北
部
の
津
山
市
、
鏡
野
町
、
美

咲
町
、
久
米
南
町
の
一
市
三
町
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
県
内
有
数
の
林
業

地
、
木
材
の
加
工
・
流
通
拠
点
で
あ
る

当
指
導
区
で
は
、
森
林
組
合
、
木
材
組

合
、
林
業
事
業
体
、
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
間
伐
や
路
網

整
備
、
木
材
関
連
施
設
整
備
等
の
取
組

み
へ
の
支
援
、
住
宅
・
公
共
施
設
へ
の

美
作
材
利
用
推
進
等
木
材
の
生
産
か
ら

利
用
ま
で
を
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。   

◇
◇
井
笠
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
井
笠
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
五
）
六
九―

一
六
三
一

　
県
南
西
部
の
笠
岡
市
、
井
原
市
、
浅

口
市
、
里
庄
町
、
矢
掛
町
の
三
市
二
町

を
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
当
普
及
指
導

区
の
主
な
活
動
は
①
森
林
保
全
活
動
に

取
り
組
む
里
山
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
や

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
②
松
く
い
虫
被
害
の
総

合
的
な
対
策
や
間
伐
の
計
画
的
な
実
施

の
た
め
の
市
町
、
森
林
組
合
等
と
の
連

絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
高
梁
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
高
梁
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
六
）
二
一―

二
八
四
七

　
県
中
西
部
に
位
置
す
る
高
梁
市
を
区

域
と
し
、
吉
備
高
原
の
一
角
を
占
め
る

丘
陵
地
帯
と
、
そ
れ
に
続
く
急
峻
な
地

形
で
構
成
さ
れ
、
天
然
ア
カ
マ
ツ
林
が

多
く
、
県
下
で
も
有
数
の
マ
ツ
タ
ケ
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
三

月
に
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
を
目
的
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
の
里
・
高
梁
」
と
緊
密
な

連
携
の
も
と
「
高
梁
美
し
い
森
」
や

「
企
業
の
森
」
な
ど
を
拠
点
と
し
た
森

林
体
験
、
里
山
保
全
等
の
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
南
東
部
の
備
前
市
、
赤
磐
市
、
和

気
町
の
二
市
一
町
を
区
域
と
し
、
森
林

面
積
四
万
五
千
㌶
、
人
工
林
率
十
八
㌫

と
い
う
地
域
で
す
。
天
然
林
は
、
か
つ

て
ア
カ
マ
ツ
が
優
占
し
て
い
ま
し
た

が
、
松
く
い
虫
や
山
火
事
で
近
年
で
は

広
葉
樹
林
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
普

及
指
導
区
で
は
、
森
林
の
適
正
管
理
、

松
く
い
虫
対
策
、
山
火
事
予
防
、
森
づ

く
り
の
推
進
な
ど
に
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
◇
倉
敷
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
中
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  

℡
（
〇
八
六
）
四
三
四―

七
〇
五
一

　
県
中
南
部
の
倉
敷
市
、
総
社
市
、
早

島
町
の
二
市
一
町
を
区
域
と
し
て
い
ま

す
。
森
林
所
有
者
、
意
欲
的
な
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
関
心
の
あ
る

企
業
、
市
町
等
関
係
機
関
を
結
び
つ
け

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
森
林
・
林
業
体
験
等
の
拠
点

施
設
で
あ
る
倉
敷
及
び
真
備
の
「
美
し

い
森
」
を
中
心
に
、
「
倉
敷
地
域
森
づ

く
り
の
会
」
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

森
林
・
林
業
教
育
や
里
山
の
保
全
な
ど

を
進
め
る
と
も
に
、
県
産
材
の
需
要
拡

大
に
も
努
め
、
都
市
住
民
を
含
め
多
様

な
客
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
九
地
区
の
普
及
指
導

区
及
び
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
に
林

業
普
及
指
導
員
三
十
九
名
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
各
普
及
指
導
区
に
お
い
て

は
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
・
木
材
に
関
す
る
ご
相

談
を
随
時
承
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
◇
岡
山
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
前
県
民
局
　
森
林
企
画
課

  

℡（
〇
八
六
）
二
三
三―

九
八
三
三

　
県
中
南
部
に
位
置
し
、
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し

た
岡
山
市
や
玉
野
市
、
瀬
戸
内
市
、
加

賀
郡
吉
備
中
央
町
の
三
市
一
町
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
吉
備
中
央
町
や
岡
山

市
北
部
（
旧
建
部
町
）
の
人
工
林
率
の

高
い
地
域
に
お
け
る
間
伐
等
の
森
林
整

備
の
推
進
、
「
長
船
美
し
い
森
」
等
で

の
植
樹
の
つ
ど
い
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
の
森
林
保
全
活
動
の
支

援
に
特
に
力
を
入
れ
て
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
東
備
普
及
指
導
区
◇
◇

  

備
前
県
民
局
　
東
備
地
域
森
林
課

  

℡（
〇
八
六
九
）
九
三―

一
一
三
七

払
い
、
玉
切
り
、
集
積
の
複
数
工
程
を

こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
林
業
機
械
で

す
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
ヘ
ッ
ド
は
四
七
〇
㌔

と
軽
量
で
、
造
材
方
法
は
ス
ト
ロ
ー
ク

式
を
採
用
し
て
お
り
、
初
心
者
で
も
容

易
に
操
作
で
き
る
機
種
で
す
。

　
ま
た
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
は
玉
切
り
し
た

木
材
を
、
積
込
み
、
運
搬
、
積
下
し
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
林
業
機
械
で
、
走

行
は
ク
ロ
ー
ラ
ー
式
な
の
で
、
軟
弱
な

林
地
で
も
容
易
に
走
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す.

ま
た
、
ダ
ン
プ
機
能
も
装
備

し
て
お
り
、
積
下
し
も
効
率
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
内
で
は
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
た
め
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
。
森
林
研
究
所
で
は

導
入
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用

し
、
知
識
や
技
術
の
習
得
の
た
め
の
研

修
を
実
施
し
て
行
く
予
定
で
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

や
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
◇
◇

  

森
林
研
究
所

  

℡
（
〇
八
六
八
）
三
八―

三
一
五
一

  

森
林
研
究
所
　
木
材
加
工
研
究
室

  

℡
（
〇
八
六
七
）
四
四―

三
三
六
七

　
森
林
研
究
所
に
配
置
さ
れ
、
各
種
の

林
業
技
術
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
試
験
研
究
の
成
果
を
広
く
普
及

し
、
林
業
・
木
材
産
業
普
及
現
場
の
要

望
を
試
験
研
究
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、

普
及
と
研
究
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

普
及
指
導
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

  
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
つ
い
て

　
森
林
研
究
所
で
は
、
平
成
二
十
三
年

三
月
末
に
高
性
能
林
業
機
械
の
ハ
ー
ベ

ス
タ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
導
入
し
ま
し

た
。

　
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
立
木
の
伐
倒
、
枝

◇
◇
真
庭
普
及
指
導
区
◇
◇

  
美
作
県
民
局
　
真
庭
地
域
森
林
課

  
℡
（
〇
八
六
七
）
四
四―

七
五
六
六

　
県
北
部
の
真
庭
市
及
び
新
庄
村
の
一

市
一
村
を
区
域
と
し
、
早
く
か
ら
人
工

造
林
が
進
み
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
木

材
関
連
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
森

林
所
有
者
・
森
林
組
合
・
市
町
村
と
連

携
し
作
業
路
等
の
基
盤
整
備
や
間
伐
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
真
庭
」
の
実
現
を
目
指
し
、
林

地
残
材
な
ど
未
利
用
木
質
資
源
の
有
効

利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真
庭

シ
ス
テ
ム
協
議
会
等
と
連
携
し
原
木
の

安
定
供
給
に
向
け
た
資
源
量
調
査
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
◇
勝
英
普
及
指
導
区
◇
◇

  

美
作
県
民
局
　
勝
英
地
域
森
林
課

  

℡
（
〇
八
六
八
）
七
三―

四
〇
五
八

　
県
北
東
部
の
美
作
市
・
勝
央
町
・
奈

義
町
・
西
粟
倉
村
の
四
市
町
村
を
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
北
東
部
の
粟

倉
地
域
を
中
心
に
県
下
で
も
比
較
的
早

く
か
ら
人
工
造
林
が
進
め
ら
れ
、
着
実

に
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
当
普
及
指
導
区
の
主
な
活
動
は
①

森
林
組
合
・
市
町
村
と
連
携
し
た
間
伐

の
推
進
、
②
森
林
作
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
指
導

普
及
情
報
〈
普
及
指
導
区
の
紹
介
〉

日立建機㈱　ZAXIS-75US
リューレット（社）TAPIO 400EXS

㈱諸岡　MST-600VDL

－４－－５－
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三

　笹
刈
刃
の
目
立
て

　
笹
刈
刃
は
目
立
て
を
き
っ
ち
り
す
る

と
刈
刃
の
中
で
も
良
く
切
れ
ま
す
。

　
専
用
の
目
立
て
機
が
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
場
で
切
れ
な
く
な
っ
た
ら

丸
ヤ
ス
リ
等
を
使
用
し
て
目
立
て
を
行

い
ま
す
。

　
目
立
て
の
手
順
と
し
て
は
、
平
ヤ
ス

リ
で
逃
げ
角
を
取
り
、
逃
げ
面
を
整
え

ま
す
。
そ
し
て
丸
ヤ
ス
リ
（
七
㍉
か
ら

八
㍉
）
を
使
用
し
て
、
す
く
い
角
、
な

げ
し
角
を
取
っ
て
、
す
く
い
面
を
目
立

て
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
ア
サ
リ
分
け
を
行

い
、
最
後
に
平
ヤ
ス
リ
で
、
刃
頂
傾
斜

角
を
軽
く
擦
り
ま
す
。

　
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
目
立
て
が

き
っ
ち
り
で
き
て
い
れ
ば
、
振
動
等
の

障
害
が
軽
減
さ
れ
、
楽
に
刈
払
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

二

　刈
刃
の
選
定

　
山
林
作
業
用
の
刈
刃
の
主
な
種
類
に

は
、
「
チ
ッ
プ
ソ
ー
」
「
笹
刈
刃
」

「
の
こ
刃
」
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容
易

な
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
用
い
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
用
途
に
応
じ
た
種
類
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
　

　
ま
ず
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
は
刃
先
に
チ
ッ

プ
が
溶
着
さ
れ
て
お
り
、
切
れ
味
に
持

続
性
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
チ
ッ
プ

ソ
ー
は
現
場
を
選
び
ま
せ
ん
が
、
刃
を

傷
め
や
す
い
現
場
で
使
用
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
笹
刈
刃
は
笹
刃
、
丸
の
こ

笹
刃
と
も
呼
ば
れ
、
刃
数
三
十
枚
、
四

十
枚
が
一
般
的
で
す
。
ア
サ
リ
を
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
小
径
の
か
ん
木
も
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
の
こ
刃
は
切
る
対
象
を
選
ば
ず
、
よ

く
切
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
石
を
叩
い
た

り
し
た
後
の
補
修
は
切
刃
の
刃
数
が
多

い
た
め
、
負
担
が
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

腰
バ
ン
ド
付
き
の
機
種
の
使
用
が
望
ま

れ
ま
す
。
肩
掛
け
、
腰
バ
ン
ド
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
刈
払
機
の
重
量
が

肩
や
腰
に
か
か
る
負
担
が
極
め
て
少
な

く
な
り
、
長
時
間
の
刈
払
機
作
業
も
楽

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
固
定
ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
式

の
刈
払
機
は
。
転
倒
し
た
と
き
も
、
高

速
回
転
の
ま
ま
な
の
で
、
体
に
触
れ
て

重
大
災
害
と
な
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を

離
す
と
刈
刃
が
止
ま
る
ト
リ
ガ
ー
式
を

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
な
お
、
固
定
ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
式

の
刈
払
機
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
を

も
っ
て
生
産
中
止
に
な
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
転
倒
等
の
緊
急
時
に
、

簡
単
に
刈
払
機
を
離
脱
で
き
る
緊
急
離

脱
装
置
や
刈
り
払
っ
た
木
片
や
刈
刃
の

破
片
等
の
飛
散
に
よ
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
、
必
ず
飛
散
防
護
カ
バ
ー
と
装

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
対
象
物
を
刈
払
う
際
、
安

全
に
切
断
で
き
る
部
分
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
部
分
で
切
断
す
る

と
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
や
滑
り
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
草
類
を
刈
り
払
う
場
合
は
、
刃
の
前

方
左
側
三
分
の
一
、
か
ん
木
等
を
刈
る

場
合
に
は
、
前
方
左
側
三
〇
度
の
部
分

を
当
て
て
、
刈
払
う
よ
う
に
し
ま
す
。

　
山
仕
事
で
使
用
す
る
道
具
の
、
安
全

な
取
扱
い
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
等

を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
刈
払
機
■

　
山
仕
事
で
は
刈
払
機
を
使
用
し
た
下

刈
り
や
除
伐
等
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
下
刈
り
は
林
業
の
中
で
最
大
の
重
労

働
と
も
言
わ
れ
、
真
夏
の
炎
天
下
の

中
、
刈
払
機
を
も
っ
て
急
斜
面
を
歩
く

と
体
力
を
消
耗
す
る
と
と
も
に
、
大
変

危
険
な
作
業
で
も
あ
り
ま
す
。

一

　刈
払
機
の
安
全
な
取
扱
い

　
安
全
な
刈
払
作
業
を
す
る
た
め
に

は
、
装
備
が
重
要
で
す
。

　
林
業
で
は
傾
斜
地
で
使
用
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
作
業
中
に
転
倒
し
て
も

体
に
刈
刃
が
接
触
し
に
く
い
肩
掛
式
、

天
日
干
し
を
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
こ

の
ほ
か
に
も
六
十
度
以
上
で
乾
燥
さ
せ

る
と
旨
味
成
分
の
グ
ア
ニ
ル
酸
と
香
り

成
分
の
レ
ン
チ
オ
ニ
ン
が
多
く
生
成
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
写
真

の
天
白
ど
ん
こ
は
と
て
も
栄
養
が
あ
り

そ
う
で
す
ね
。

　
七
月
と
い
え
ば
、
山
の
作
業
の
中
で

も
、
と
て
も
大
変
な
「
下
刈
り
」
作
業

を
行
う
時
期
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
大

鎌
を
持
っ
て
作
業
へ
行
か
れ
て
い
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
部
落
有
林
な
ど
は
共
同
作

業
を
行
っ
て
い
る
様
子
も
写
真
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
や
蜂
刺
さ
れ
等

十
分
気
を
つ
け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

②
ボ
ウ
ル
に
①
の
材
料
（
春
菊
以
外
）

を
入
れ
て
、
米
粉
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

③
全
体
に
米
粉
が
混
ざ
っ
た
ら
、
溶
き

卵
を
加
え
て
か
ら
め
、
春
菊
を
加
え
て

軽
く
混
ぜ
る
。

④
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
八
㎝
四
方
に

切
り
、
そ
の
上
に
③
を
適
量
の
せ
て
一

八
〇
度
の
油
で
揚
げ
る
。

　
乾
シ
イ
タ
ケ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

類
、
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
、
食
物
繊
維
な
ど

が
含
ま
れ
た
栄
養
価
の
高
い
食
品
で

す
。
ま
た
エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う

物
質
は
紫
外
線
に
あ
た
る
と
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
変
化
す
る
の
で
料
理
を
す
る
前
に

を
入
れ
一
　
口
大
に
切
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
熱
し
、
こ
ん

に
ゃ
く
を
入
れ
て
焼
き
色
が
つ
く
ま
で

炒
り
つ
け
る
。

③
②
に
だ
し
汁
、
赤
唐
辛
子
、
酒
を
加

え
て
五
分
く
ら
い
煮
る
。
さ
ら
に
調
味

料
を
加
え
て
五
分
く
ら
い
煮
て
、
し
い

た
け
を
加
え
、
汁
気
が
な
く
な
る
く
ら

い
煮
含
め
る
。

①
し
め
じ

は
根
元
を

切
っ
て
ほ

ぐ
し
て
お

く
。
春
菊

は
葉
先
を

手
で
摘

む
。
玉
ね

ぎ
は
薄
切

り
に
す
る
。
え
び
は
殻
を
む
い
て
背
わ

た
を
と
る
。

　
最
近
話
題
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
。
県
内
で

も
様
々
な
ご
当
地
グ
ル
メ
が
あ
り
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
だ
っ
て

負
け
て
い
ま
せ
ん
。
お
い
し
く
て
、
地

元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
山
の
幸
を

使
っ
た
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
し
い
た

け
は
石
突

き
を
と

る
。
こ
ん

に
ゃ
く
は

両
面
に
斜

め
格
子
状

に
切
り
目

山
仕
事
の
道
具
①

■草類等は刈刃の正面から
左 70°の間（前３分の１）で刈る
◎かん木等は刈刃の正面から左
　30°の位置で刈る
×刈刃の正面と真横は
   キックバックを起こしやすい

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
新
見
市
神
郷
女
性

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
料
理
講
習

会
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

しいたけとこんにゃくの
ピリ辛煮（４人分）
生しいたけ　（小）８枚
こんにゃく　１枚（250g）
だし汁　　　１カップ
赤唐辛子　　１本
調味料
　砂糖　　　大さじ1.5
　しょうゆ　大さじ1.5
油　　　　　大さじ１
酒　　　　　大さじ１

かき揚げ（４人分）
しめじ　　　　 1/2パック
春菊（葉）　　 30ｇ
玉ねぎ　　　　 100ｇ
えび　　　　　 100g
米粉（微細粒粉）50ｇ
溶き卵（Ｍ）　 １個
揚げ油　　　　適量
クッキングシート

『
林
声
』
六
十
年第８回乾しいたけ品評会

天白どんこの部「優等賞」
写真はＳ48. 7. 1　№190 号より

写真はＳ37. 7. 1　№101 号より

－６－－７－
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三

　笹
刈
刃
の
目
立
て

　
笹
刈
刃
は
目
立
て
を
き
っ
ち
り
す
る

と
刈
刃
の
中
で
も
良
く
切
れ
ま
す
。

　
専
用
の
目
立
て
機
が
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
場
で
切
れ
な
く
な
っ
た
ら

丸
ヤ
ス
リ
等
を
使
用
し
て
目
立
て
を
行

い
ま
す
。

　
目
立
て
の
手
順
と
し
て
は
、
平
ヤ
ス

リ
で
逃
げ
角
を
取
り
、
逃
げ
面
を
整
え

ま
す
。
そ
し
て
丸
ヤ
ス
リ
（
七
㍉
か
ら

八
㍉
）
を
使
用
し
て
、
す
く
い
角
、
な

げ
し
角
を
取
っ
て
、
す
く
い
面
を
目
立

て
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
ア
サ
リ
分
け
を
行

い
、
最
後
に
平
ヤ
ス
リ
で
、
刃
頂
傾
斜

角
を
軽
く
擦
り
ま
す
。

　
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
目
立
て
が

き
っ
ち
り
で
き
て
い
れ
ば
、
振
動
等
の

障
害
が
軽
減
さ
れ
、
楽
に
刈
払
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

二

　刈
刃
の
選
定

　
山
林
作
業
用
の
刈
刃
の
主
な
種
類
に

は
、
「
チ
ッ
プ
ソ
ー
」
「
笹
刈
刃
」

「
の
こ
刃
」
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容
易

な
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
用
い
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
用
途
に
応
じ
た
種
類
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
　

　
ま
ず
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
は
刃
先
に
チ
ッ

プ
が
溶
着
さ
れ
て
お
り
、
切
れ
味
に
持

続
性
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
チ
ッ
プ

ソ
ー
は
現
場
を
選
び
ま
せ
ん
が
、
刃
を

傷
め
や
す
い
現
場
で
使
用
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
笹
刈
刃
は
笹
刃
、
丸
の
こ

笹
刃
と
も
呼
ば
れ
、
刃
数
三
十
枚
、
四

十
枚
が
一
般
的
で
す
。
ア
サ
リ
を
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
小
径
の
か
ん
木
も
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
の
こ
刃
は
切
る
対
象
を
選
ば
ず
、
よ

く
切
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
石
を
叩
い
た

り
し
た
後
の
補
修
は
切
刃
の
刃
数
が
多

い
た
め
、
負
担
が
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

腰
バ
ン
ド
付
き
の
機
種
の
使
用
が
望
ま

れ
ま
す
。
肩
掛
け
、
腰
バ
ン
ド
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
刈
払
機
の
重
量
が

肩
や
腰
に
か
か
る
負
担
が
極
め
て
少
な

く
な
り
、
長
時
間
の
刈
払
機
作
業
も
楽

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
固
定
ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
式

の
刈
払
機
は
。
転
倒
し
た
と
き
も
、
高

速
回
転
の
ま
ま
な
の
で
、
体
に
触
れ
て

重
大
災
害
と
な
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を

離
す
と
刈
刃
が
止
ま
る
ト
リ
ガ
ー
式
を

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
な
お
、
固
定
ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
式

の
刈
払
機
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
を

も
っ
て
生
産
中
止
に
な
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
転
倒
等
の
緊
急
時
に
、

簡
単
に
刈
払
機
を
離
脱
で
き
る
緊
急
離

脱
装
置
や
刈
り
払
っ
た
木
片
や
刈
刃
の

破
片
等
の
飛
散
に
よ
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
、
必
ず
飛
散
防
護
カ
バ
ー
と
装

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
対
象
物
を
刈
払
う
際
、
安

全
に
切
断
で
き
る
部
分
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
部
分
で
切
断
す
る

と
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
や
滑
り
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
草
類
を
刈
り
払
う
場
合
は
、
刃
の
前

方
左
側
三
分
の
一
、
か
ん
木
等
を
刈
る

場
合
に
は
、
前
方
左
側
三
〇
度
の
部
分

を
当
て
て
、
刈
払
う
よ
う
に
し
ま
す
。

　
山
仕
事
で
使
用
す
る
道
具
の
、
安
全

な
取
扱
い
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
等

を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
刈
払
機
■

　
山
仕
事
で
は
刈
払
機
を
使
用
し
た
下

刈
り
や
除
伐
等
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
下
刈
り
は
林
業
の
中
で
最
大
の
重
労

働
と
も
言
わ
れ
、
真
夏
の
炎
天
下
の

中
、
刈
払
機
を
も
っ
て
急
斜
面
を
歩
く

と
体
力
を
消
耗
す
る
と
と
も
に
、
大
変

危
険
な
作
業
で
も
あ
り
ま
す
。

一

　刈
払
機
の
安
全
な
取
扱
い

　
安
全
な
刈
払
作
業
を
す
る
た
め
に

は
、
装
備
が
重
要
で
す
。

　
林
業
で
は
傾
斜
地
で
使
用
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
作
業
中
に
転
倒
し
て
も

体
に
刈
刃
が
接
触
し
に
く
い
肩
掛
式
、

天
日
干
し
を
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
こ

の
ほ
か
に
も
六
十
度
以
上
で
乾
燥
さ
せ

る
と
旨
味
成
分
の
グ
ア
ニ
ル
酸
と
香
り

成
分
の
レ
ン
チ
オ
ニ
ン
が
多
く
生
成
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
写
真

の
天
白
ど
ん
こ
は
と
て
も
栄
養
が
あ
り

そ
う
で
す
ね
。

　
七
月
と
い
え
ば
、
山
の
作
業
の
中
で

も
、
と
て
も
大
変
な
「
下
刈
り
」
作
業

を
行
う
時
期
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
大

鎌
を
持
っ
て
作
業
へ
行
か
れ
て
い
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
部
落
有
林
な
ど
は
共
同
作

業
を
行
っ
て
い
る
様
子
も
写
真
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
や
蜂
刺
さ
れ
等

十
分
気
を
つ
け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

②
ボ
ウ
ル
に
①
の
材
料
（
春
菊
以
外
）

を
入
れ
て
、
米
粉
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

③
全
体
に
米
粉
が
混
ざ
っ
た
ら
、
溶
き

卵
を
加
え
て
か
ら
め
、
春
菊
を
加
え
て

軽
く
混
ぜ
る
。

④
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
八
㎝
四
方
に

切
り
、
そ
の
上
に
③
を
適
量
の
せ
て
一

八
〇
度
の
油
で
揚
げ
る
。

　
乾
シ
イ
タ
ケ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

類
、
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
、
食
物
繊
維
な
ど

が
含
ま
れ
た
栄
養
価
の
高
い
食
品
で

す
。
ま
た
エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う

物
質
は
紫
外
線
に
あ
た
る
と
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
変
化
す
る
の
で
料
理
を
す
る
前
に

を
入
れ
一
　
口
大
に
切
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
熱
し
、
こ
ん

に
ゃ
く
を
入
れ
て
焼
き
色
が
つ
く
ま
で

炒
り
つ
け
る
。

③
②
に
だ
し
汁
、
赤
唐
辛
子
、
酒
を
加

え
て
五
分
く
ら
い
煮
る
。
さ
ら
に
調
味

料
を
加
え
て
五
分
く
ら
い
煮
て
、
し
い

た
け
を
加
え
、
汁
気
が
な
く
な
る
く
ら

い
煮
含
め
る
。

①
し
め
じ

は
根
元
を

切
っ
て
ほ

ぐ
し
て
お

く
。
春
菊

は
葉
先
を

手
で
摘

む
。
玉
ね

ぎ
は
薄
切

り
に
す
る
。
え
び
は
殻
を
む
い
て
背
わ

た
を
と
る
。

　
最
近
話
題
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
。
県
内
で

も
様
々
な
ご
当
地
グ
ル
メ
が
あ
り
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
だ
っ
て

負
け
て
い
ま
せ
ん
。
お
い
し
く
て
、
地

元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
山
の
幸
を

使
っ
た
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
し
い
た

け
は
石
突

き
を
と

る
。
こ
ん

に
ゃ
く
は

両
面
に
斜

め
格
子
状

に
切
り
目

山
仕
事
の
道
具
①

■草類等は刈刃の正面から
左 70°の間（前３分の１）で刈る
◎かん木等は刈刃の正面から左
　30°の位置で刈る
×刈刃の正面と真横は
   キックバックを起こしやすい

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
新
見
市
神
郷
女
性

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
料
理
講
習

会
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

しいたけとこんにゃくの
ピリ辛煮（４人分）
生しいたけ　（小）８枚
こんにゃく　１枚（250g）
だし汁　　　１カップ
赤唐辛子　　１本
調味料
　砂糖　　　大さじ1.5
　しょうゆ　大さじ1.5
油　　　　　大さじ１
酒　　　　　大さじ１

かき揚げ（４人分）
しめじ　　　　 1/2パック
春菊（葉）　　 30ｇ
玉ねぎ　　　　 100ｇ
えび　　　　　 100g
米粉（微細粒粉）50ｇ
溶き卵（Ｍ）　 １個
揚げ油　　　　適量
クッキングシート

『
林
声
』
六
十
年第８回乾しいたけ品評会

天白どんこの部「優等賞」
写真はＳ48. 7. 1　№190 号より

写真はＳ37. 7. 1　№101 号より

－６－－７－
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●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
講
習

　
岡
山
　
七
月
十
四
・
十
五
日

　
　
　
　
九
月
十
五
・
十
六
日

●
玉
掛
け
講
習
（
未
経
験
者
）

　
岡
山
　
七
月
七
・
八
日

　
　
　
　
八
月
四
・
五
日

　
　
　
　
九
月
八
・
九
日

　
笠
岡
　
九
月
一
・
二
日

　
津
山
　
九
月
五
・
六
日

　
玉
野
　
九
月
二
六
・
二
七
日

　
和
気
　
九
月
二
九
・
三
十
日

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
〇
八
六
）
二
二
五―

三
五
七
一

●
伐
木
（
特
別
教
育
）

　
新
見
　
九
月
二
一
・
二
二
日

　
津
山
　
九
月
二
七
・
二
八
日

●
刈
払
機
取
扱
作
業
者
（
通
達
講
習
）

　
岡
山
　
七
月
五
日

　
津
山
　
九
月
三
十
日

◇
問
合
せ
先

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

　
　
　
　
　
　
　
協
会
　
岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
二
一―

二
一
六
〇

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　
七
月
十
九
日   

九
月
十
五
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
今
年
も
暑
い
夏
が
来
ま
し
た
。毎
年

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、「
熱
中
症
」

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
高
温
や
多
湿
の
も
と

で
、
体
温
調
節
機
能
な
ど
の
働
き
に
障

害
が
起
こ
る
病
気
で
、
め
ま
い
・
頭

痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
虚
脱
感
等
が
み

ら
れ
、
意
識
障
害
に
陥
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
、
高
温
と
な

る
森
林
作
業
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
、塩

分
の
補
給
を
こ
ま
め
に
行
い
、身
体
を

適
度
に
冷
や
す
こ
と
の
で
き
る
氷
、お

し
ぼ
り
な
ど
を
備
え
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
に
休
憩
場

所
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
十
分
な
休
憩
時
間
や
作
業
休
止
時
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
服
装
は
軽
装
に
し
素
材
は
吸
水
性
、

通
気
性
の
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
不
良
の
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず

休
み
ま
し
ょ
う
。

○
現
場
責
任
者
は
、作
業
者
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、作
業
中
も
巡
視
な
ど
に

よ
り
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
業
木
材
班
）

　
県
立
森
林
公
園
に
お
い
て
、
毎
年
恒

例
の
自
然
観
察
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
「
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
」
で
あ
る
森

林
公
園
を
、
講
師
の
案
内
に
よ
り
、
多

様
な
植
物
や
多
く
の
野
鳥
を
観
察
し
が

ら
散
策
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

【
日
　
時
】
七
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
一
〇
時
半
〜
一
四
時
半

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
交
通
手
段
（
臨
時
バ

ス
利
用
者
は
﹇
乗
車
地
の
別
（
岡
山

駅
・
倉
敷
駅
・
津
山
駅
）
﹈
、
参
加
人

数
を
明
記
の
上
、
七
月
二
十
一
日（
木
）

ま
で
に
左
記
申
込
先
に
郵
送
す
る
。

【
そ
の
他
】定
員（
一五
〇
人
）に
な
り
次

第
締
め
切
り
。雨
天
で
も
開
催
。昼
食
持

参（
弁
当
の
予
約
販
売
有
り
、申
込
み
ハ

ガ
キ
に
明
記
）。臨
時
バ
ス
は
有
料
。

　

東
日
本
大
震
災
地
域
の
仲
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　応
援
し
よ
う
！

　
去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
林
業
関
係
者

も
被
災
さ
れ
て
お
り
、
作
業
に
必
要
な

道
具
が
津
波
に
よ
り
失
わ
れ
た
り
、
復

興
に
向
け
て
の
作
業
が
滞
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全

国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
全
林

研
）
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機

な
ど
の
機
材
を
無
償
で
寄
付
し
て
い
た

だ
き
、
被
災
地
の
林
業
者
へ
届
け
、
復

興
を
支
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
方
法
は
、
全
林
研
が
道
具
の
希

望
者
と
無
償
提
供
者
の
双
方
を
募
集

し
、
両
者
の
情
報
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

上
で
道
具
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
提
供
い
た
だ
く
道
具
は
中
古
品
で
も

可
能
で
す
が
、
目
立
て
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
施
し
た
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
震
災
の
中
奮
闘
し
て
い
る

林
業
の
仲
間
た
ち
へ
の
お
力
添
え
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
岡
山
県
立
森
林
公
園

　夏
の
自
然
観
察
会
参
加
者
募
集
！
」

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

7.17（日）
９：00～12：30
7.17（日）
10：00～16：00
7.17（日）
９：30～13：30
7.17（日）
９：00～12：30

7.25（月）～29（金）
８：30～17：00
8. 8（月）～12（金）
８：30～17：00
9. 7（水）～12（月）
９：00～19：30

8.21（日）
９：00～12：30
8.27（土）～28（日）
９：00～16：00
9.18（日）
９：00～12：30

7.18（祝月）

欅の杜
（井原市門田町地内）
北房文化センターホール
（真庭市上水田）
津黒いきものふれあいの里
（真庭市蒜山下和）
真庭市内
（集合：真庭市役所）
高梁美しい森
（高梁市松山地内）
岡山県庁１階県民室
（岡山市北区内山下）
倉敷市役所１階展示ホール
（倉敷市西中新田）
アートスペース
（天満屋地下タウン）
（岡山市北区表町）

欅の杜
（井原市門田町地内）
高梁美しい森
（高梁市松山地内）
欅の杜
（井原市門田町地内）

欅の杜塾・第 135 回杜の市
（特産品の販売など）
市民と森林をつなぐ国際
森林年の集い
里山散策とトンボの
スケッチ大会
国際森林年版：バイオマスツ
アー真庭
昆虫観察会

平成 23 年度　緑化運動・
愛鳥ポスター展示会

欅の杜塾第 136 回杜の市
（特産品の販売など）
山仕事道具の選定とメンテナン
ス講座
欅の杜塾第 137 回杜の市
（特産品の販売など）

欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614
真庭市役所　市民環境部環境課
TEL 0867-42－1113

NPO法人　ふれあいの里・高梁
TEL 0866-22-1000
岡山県　自然環境課自然公園班
TEL 086-226-7312
初日は10：00～
最終日15：00まで

最終日17：00まで

欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614
NPO法人　ふれあいの里・高梁
TEL 0866-22-1000
欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614

岡山県森林組合連合会
〒700-0866　岡山市北区岡南町2-5-10
TEL 086-222-7671　FAX 086-224-2655
森林研究所
〒709-4335　勝田郡勝央町植月中1001
TEL 0868-38-3151　FAX 0868-38-3152

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
岡
山
県
立
森
林
公
園
管
理
事
務
所

　
〒
七
○
八―

○
六
○
一

　
苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
三
三
二―

八

　
℡
〇
八
六
八―

五
二―

〇
九
二
八

「
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！
」

講
習
会
等
の
開
催
（
七
〜
九
月
）

（
〇
八
四
）
九
五
四―

四
六
六
一

●
は
い
従
事
者
教
育

　
津
山
　
八
月
六
日

●
は
い
作
業
主
任
者
講
習

　
岡
山
　
九
月
十
五
・
十
六
日

◇
問
合
せ
先

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

　
　
　
　
　
　
　
協
会
　
岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
三
四―

一
三
三
二

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
ガ
イ
ド
利
用
料

の
変
更
に
つ
い
て

　
林
声
第
四
一
七
号
で
ご
紹
介
し
た
真

庭
郡
新
庄
村
の「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

の
ガ
イ
ド
利
用
料
が
六
月
一
日
か
ら
利

用
者
一
人
あ
た
り
一五
〇
〇
円
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
○
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
○

　
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　
東
京
都
港
区
赤
坂
一―

九―

十
三

　
電
話
〇
三―

三
五
八
三―

八
四
〇
七

－８－－９－
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●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
講
習

　
岡
山
　
七
月
十
四
・
十
五
日

　
　
　
　
九
月
十
五
・
十
六
日

●
玉
掛
け
講
習
（
未
経
験
者
）

　
岡
山
　
七
月
七
・
八
日

　
　
　
　
八
月
四
・
五
日

　
　
　
　
九
月
八
・
九
日

　
笠
岡
　
九
月
一
・
二
日

　
津
山
　
九
月
五
・
六
日

　
玉
野
　
九
月
二
六
・
二
七
日

　
和
気
　
九
月
二
九
・
三
十
日

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
〇
八
六
）
二
二
五―

三
五
七
一

●
伐
木
（
特
別
教
育
）

　
新
見
　
九
月
二
一
・
二
二
日

　
津
山
　
九
月
二
七
・
二
八
日

●
刈
払
機
取
扱
作
業
者
（
通
達
講
習
）

　
岡
山
　
七
月
五
日

　
津
山
　
九
月
三
十
日

◇
問
合
せ
先

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

　
　
　
　
　
　
　
協
会
　
岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
二
一―

二
一
六
〇

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　
七
月
十
九
日   

九
月
十
五
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
今
年
も
暑
い
夏
が
来
ま
し
た
。毎
年

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、「
熱
中
症
」

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
高
温
や
多
湿
の
も
と

で
、
体
温
調
節
機
能
な
ど
の
働
き
に
障

害
が
起
こ
る
病
気
で
、
め
ま
い
・
頭

痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
虚
脱
感
等
が
み

ら
れ
、
意
識
障
害
に
陥
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
、
高
温
と
な

る
森
林
作
業
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
、塩

分
の
補
給
を
こ
ま
め
に
行
い
、身
体
を

適
度
に
冷
や
す
こ
と
の
で
き
る
氷
、お

し
ぼ
り
な
ど
を
備
え
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
に
休
憩
場

所
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
十
分
な
休
憩
時
間
や
作
業
休
止
時
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
服
装
は
軽
装
に
し
素
材
は
吸
水
性
、

通
気
性
の
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
不
良
の
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず

休
み
ま
し
ょ
う
。

○
現
場
責
任
者
は
、作
業
者
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、作
業
中
も
巡
視
な
ど
に

よ
り
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
業
木
材
班
）

　
県
立
森
林
公
園
に
お
い
て
、
毎
年
恒

例
の
自
然
観
察
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
「
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
」
で
あ
る
森

林
公
園
を
、
講
師
の
案
内
に
よ
り
、
多

様
な
植
物
や
多
く
の
野
鳥
を
観
察
し
が

ら
散
策
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

【
日
　
時
】
七
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
一
〇
時
半
〜
一
四
時
半

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
交
通
手
段
（
臨
時
バ

ス
利
用
者
は
﹇
乗
車
地
の
別
（
岡
山

駅
・
倉
敷
駅
・
津
山
駅
）
﹈
、
参
加
人

数
を
明
記
の
上
、
七
月
二
十
一
日（
木
）

ま
で
に
左
記
申
込
先
に
郵
送
す
る
。

【
そ
の
他
】定
員（
一五
〇
人
）に
な
り
次

第
締
め
切
り
。雨
天
で
も
開
催
。昼
食
持

参（
弁
当
の
予
約
販
売
有
り
、申
込
み
ハ

ガ
キ
に
明
記
）。臨
時
バ
ス
は
有
料
。

　

東
日
本
大
震
災
地
域
の
仲
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　応
援
し
よ
う
！

　
去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
林
業
関
係
者

も
被
災
さ
れ
て
お
り
、
作
業
に
必
要
な

道
具
が
津
波
に
よ
り
失
わ
れ
た
り
、
復

興
に
向
け
て
の
作
業
が
滞
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全

国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
全
林

研
）
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機

な
ど
の
機
材
を
無
償
で
寄
付
し
て
い
た

だ
き
、
被
災
地
の
林
業
者
へ
届
け
、
復

興
を
支
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
方
法
は
、
全
林
研
が
道
具
の
希

望
者
と
無
償
提
供
者
の
双
方
を
募
集

し
、
両
者
の
情
報
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

上
で
道
具
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
提
供
い
た
だ
く
道
具
は
中
古
品
で
も

可
能
で
す
が
、
目
立
て
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
施
し
た
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
震
災
の
中
奮
闘
し
て
い
る

林
業
の
仲
間
た
ち
へ
の
お
力
添
え
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
岡
山
県
立
森
林
公
園

　夏
の
自
然
観
察
会
参
加
者
募
集
！
」

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

7.17（日）
９：00～12：30
7.17（日）
10：00～16：00
7.17（日）
９：30～13：30
7.17（日）
９：00～12：30

7.25（月）～29（金）
８：30～17：00
8. 8（月）～12（金）
８：30～17：00
9. 7（水）～12（月）
９：00～19：30

8.21（日）
９：00～12：30
8.27（土）～28（日）
９：00～16：00
9.18（日）
９：00～12：30

7.18（祝月）

欅の杜
（井原市門田町地内）
北房文化センターホール
（真庭市上水田）
津黒いきものふれあいの里
（真庭市蒜山下和）
真庭市内
（集合：真庭市役所）
高梁美しい森
（高梁市松山地内）
岡山県庁１階県民室
（岡山市北区内山下）
倉敷市役所１階展示ホール
（倉敷市西中新田）
アートスペース
（天満屋地下タウン）
（岡山市北区表町）

欅の杜
（井原市門田町地内）
高梁美しい森
（高梁市松山地内）
欅の杜
（井原市門田町地内）

欅の杜塾・第 135 回杜の市
（特産品の販売など）
市民と森林をつなぐ国際
森林年の集い
里山散策とトンボの
スケッチ大会
国際森林年版：バイオマスツ
アー真庭
昆虫観察会

平成 23 年度　緑化運動・
愛鳥ポスター展示会

欅の杜塾第 136 回杜の市
（特産品の販売など）
山仕事道具の選定とメンテナン
ス講座
欅の杜塾第 137 回杜の市
（特産品の販売など）

欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614
真庭市役所　市民環境部環境課
TEL 0867-42－1113

NPO法人　ふれあいの里・高梁
TEL 0866-22-1000
岡山県　自然環境課自然公園班
TEL 086-226-7312
初日は10：00～
最終日15：00まで

最終日17：00まで

欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614
NPO法人　ふれあいの里・高梁
TEL 0866-22-1000
欅の杜塾  塾長  田村駿逸
TEL 0866-62-8614

岡山県森林組合連合会
〒700-0866　岡山市北区岡南町2-5-10
TEL 086-222-7671　FAX 086-224-2655
森林研究所
〒709-4335　勝田郡勝央町植月中1001
TEL 0868-38-3151　FAX 0868-38-3152

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
岡
山
県
立
森
林
公
園
管
理
事
務
所

　
〒
七
○
八―

○
六
○
一

　
苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
三
三
二―

八

　
℡
〇
八
六
八―

五
二―

〇
九
二
八

「
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！
」

講
習
会
等
の
開
催
（
七
〜
九
月
）

（
〇
八
四
）
九
五
四―

四
六
六
一

●
は
い
従
事
者
教
育

　
津
山
　
八
月
六
日

●
は
い
作
業
主
任
者
講
習

　
岡
山
　
九
月
十
五
・
十
六
日

◇
問
合
せ
先

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

　
　
　
　
　
　
　
協
会
　
岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
三
四―

一
三
三
二

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
ガ
イ
ド
利
用
料

の
変
更
に
つ
い
て

　
林
声
第
四
一
七
号
で
ご
紹
介
し
た
真

庭
郡
新
庄
村
の「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

の
ガ
イ
ド
利
用
料
が
六
月
一
日
か
ら
利

用
者
一
人
あ
た
り
一五
〇
〇
円
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
○
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
○

　
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　
東
京
都
港
区
赤
坂
一―

九―

十
三

　
電
話
〇
三―

三
五
八
三―

八
四
〇
七
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林  産  物  市  況

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

○「
総
会
」
の
開
催

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
平
成
二

十
三
年
度
総
会
を
、
五
月
九
日
岡
山
市
内

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
に
続

き
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
『
林
声
』
の
発
行

に
よ
る
林
業
情
報
の
提
供
・
林
研
グ
ル
ー

プ
活
動
の
支
援
を
通
じ
、
林
業
技
術
の
普

及
・
後
継
者
の
育
成
・
地
域
林
業
の
振
興

等
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

●
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
林
業
関
係

者
の
方
へ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
機
材
を

送
る
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
無
理
の

な
い
範
囲
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早

い
復
興
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
本
号
か
ら
、
県
内
の
森
林
組
合
が
行
っ

て
い
る
事
業
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。
地
域
の
林
業
を
支
え
て
い
る

組
合
の
奮
闘
ぶ
り
に
脱
帽
で
す
。（
Ａ
）

◆「
山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
お
い
し
い
地
元
食

材
を
地
元
の
グ
ル
ー
プ
さ
ん
が
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
お
い
し
く
食
べ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
が
元
気
に
な
る
活
動

を
応
援
し
た
い
で
す
。

◆
用
紙
を
間
伐
紙
に
変
更
し
ま
し
た
。
森

林
保
全
の
普
及
啓
発
に
つ
な
が
る
、
目
に

見
え
る
活
動
の
一
環
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
Ｎ
） 事

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

安値～高値
28,000～35,000
45,000～55,000
28,000～35,000
45,000～55,000
68,000～73,000
65,000～70,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～49,000
45,000～49,000
66,000～70,000
48,000～55,000

製　材（６月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。
間伐材利用生分解型植生シート間伐材利用植生マット間伐材利用植生基材マット 間伐材利用植生シート

岡山営業所／岡山市北区横井上1328-2　TEL（086）294-1000
津山営業所／津山市高尾573-1　　　TEL（0868）28-0256
 

切土土砂用

間伐材利用生分解型植生マット

切土土砂用 盛土用切土軟岩用 盛土用

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目
 間伐材を有効利用した環境緑化資材です。

NETIS登録：CB-010046-A  間伐材利用植生マット工法「森樹郎（シンキロウ）マット工法」

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

（社）岡山県緑化推進協会
岡山市北区錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本260
10
10
10.5
本250
10.5
10.5
18

本260
16
23
21
15
15

本330
本630
20
22
16
16
16
20
30
30
20
8
10

－
▽
▽
▽
－
－
－
－
－
△
－
－
▽
▽
－
▽
▽
▽
－
－
－
－
▽
▽
－
－
－

小 曲 り
本140
7
7
7.5

本220
9
9
6

本140
9
20
20
13
13

本220
本400
10
18
13
13
13
10
27
27
18
5
5

－
▽
▽
▽
－
－
－
－
－
－
－
－
▽
▽
－
－
▽
▽
－
－
－
－
▽
▽
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,350m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　弱気配
柱　材　横ばい
小径木　弱気配

　記号
　△　強気配
　－　横ばい
　▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

乾しいたけ（５月27日）
・出品数量　　　　    9.0ｔ
・価格高値　　　　6,810円
・総 平 均　　　　3,550円

品　柄

香 信 大
香 信 中
香 信 小
小 間
香 信 山 成
バ レ 大
バ レ 中
ス ラ イ ス
花 ど ん こ
上 ど ん こ
並 ど ん こ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

価　　　格
平　均
4,600
4,410
2,910
－

3,650
3,370
2,760
3,390
4,640
3,800
3,680
2,760
1,330
2,620
5,510

高　値
5,690
6,390
4,390
－

5,070
5,370
4,390
4,590
5,480
5,380
5,510
5,490
3,890
4,980
6,810

相場

◎
◎
○
－
◎
◎
○
○
◎
○
○
○
○
◎
◎

価格：円／kg
（相場）
強：◎　保合：○　弱保合：□　弱：△
資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報
※次回入札会はH23.19.28

単位：千円／m３木　材（６月９日）
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林  産  物  市  況

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

○「
総
会
」
の
開
催

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
平
成
二

十
三
年
度
総
会
を
、
五
月
九
日
岡
山
市
内

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
に
続

き
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
『
林
声
』
の
発
行

に
よ
る
林
業
情
報
の
提
供
・
林
研
グ
ル
ー

プ
活
動
の
支
援
を
通
じ
、
林
業
技
術
の
普

及
・
後
継
者
の
育
成
・
地
域
林
業
の
振
興

等
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

●
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
林
業
関
係

者
の
方
へ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
機
材
を

送
る
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
無
理
の

な
い
範
囲
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早

い
復
興
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
本
号
か
ら
、
県
内
の
森
林
組
合
が
行
っ

て
い
る
事
業
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。
地
域
の
林
業
を
支
え
て
い
る

組
合
の
奮
闘
ぶ
り
に
脱
帽
で
す
。（
Ａ
）

◆「
山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
お
い
し
い
地
元
食

材
を
地
元
の
グ
ル
ー
プ
さ
ん
が
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
お
い
し
く
食
べ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
が
元
気
に
な
る
活
動

を
応
援
し
た
い
で
す
。

◆
用
紙
を
間
伐
紙
に
変
更
し
ま
し
た
。
森

林
保
全
の
普
及
啓
発
に
つ
な
が
る
、
目
に

見
え
る
活
動
の
一
環
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
Ｎ
） 事

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

安値～高値
28,000～35,000
45,000～55,000
28,000～35,000
45,000～55,000
68,000～73,000
65,000～70,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～49,000
45,000～49,000
66,000～70,000
48,000～55,000

製　材（６月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。
間伐材利用生分解型植生シート間伐材利用植生マット間伐材利用植生基材マット 間伐材利用植生シート

岡山営業所／岡山市北区横井上1328-2　TEL（086）294-1000
津山営業所／津山市高尾573-1　　　TEL（0868）28-0256
 

切土土砂用

間伐材利用生分解型植生マット

切土土砂用 盛土用切土軟岩用 盛土用

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目
 間伐材を有効利用した環境緑化資材です。

NETIS登録：CB-010046-A  間伐材利用植生マット工法「森樹郎（シンキロウ）マット工法」

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

（社）岡山県緑化推進協会
岡山市北区錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本260
10
10
10.5
本250
10.5
10.5
18

本260
16
23
21
15
15

本330
本630
20
22
16
16
16
20
30
30
20
8
10

－
▽
▽
▽
－
－
－
－
－
△
－
－
▽
▽
－
▽
▽
▽
－
－
－
－
▽
▽
－
－
－

小 曲 り
本140
7
7
7.5

本220
9
9
6

本140
9
20
20
13
13

本220
本400
10
18
13
13
13
10
27
27
18
5
5

－
▽
▽
▽
－
－
－
－
－
－
－
－
▽
▽
－
－
▽
▽
－
－
－
－
▽
▽
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,350m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　弱気配
柱　材　横ばい
小径木　弱気配

　記号
　△　強気配
　－　横ばい
　▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

乾しいたけ（５月27日）
・出品数量　　　　    9.0ｔ
・価格高値　　　　6,810円
・総 平 均　　　　3,550円

品　柄

香 信 大
香 信 中
香 信 小
小 間
香 信 山 成
バ レ 大
バ レ 中
ス ラ イ ス
花 ど ん こ
上 ど ん こ
並 ど ん こ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

価　　　格
平　均
4,600
4,410
2,910
－

3,650
3,370
2,760
3,390
4,640
3,800
3,680
2,760
1,330
2,620
5,510

高　値
5,690
6,390
4,390
－

5,070
5,370
4,390
4,590
5,480
5,380
5,510
5,490
3,890
4,980
6,810

相場

◎
◎
○
－
◎
◎
○
○
◎
○
○
○
○
◎
◎

価格：円／kg
（相場）
強：◎　保合：○　弱保合：□　弱：△
資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報
※次回入札会はH23.19.28

単位：千円／m３木　材（６月９日）



1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い 平成 23 年７月 1日 第 418 号り ん せ い

　鬼城山を中心にした一帯は吉備史跡県立自然公園
に指定され、その中に中国自然歩道「古代山城を訪
ねるみち」として山頂を巡るルートが設定されてい
ます。入口にはビジターセンターが整備され、森の
中の城壁に沿った遊歩道を歩きながら、桃太郎話の
モチーフとなった温羅伝説の舞台としての古代ロマ
ンを満喫できる数多くの遺跡を楽しむことができま
す。また、地元の子供たちにも、発掘調査跡地の植
樹活動を通じて、古代の歴史遺産にふれあう機会が
設けられています。

　「鬼城山の山頂には、総延長約2.8㎞もの城壁
がめぐらされている鬼ノ城があります。城壁の
高さは５～７ｍを測る大きなものですが、ほと
んど土で造られています。崩れないように丹念
に突き固められていて、掘るにはスコップでは
困難、ツルハシが必要といわれます。築城への
熱意を感じ、その根気と労力には脱帽です。」
と、岡山県古代吉備文化財センターの金田さん
は『鬼ノ城』の魅力を語ります。

岡山県マスコットももっち
No.418.   2011.  7.  1

「鬼城山」（総社市）の紹介

地元小学生による発掘調査跡地復旧の植樹活動

城壁の一角「屏風折れの石垣」
（岡山県古代吉備文化財センター提供）

　　　　　　　目　　次
事業紹介…………………………………２
特　　集…………………………………３
普及情報…………………………………４
山仕事の道具……………………………６
山のＢ級グルメ、林声 60 年 …………７
お知らせ　………………………………８
林産物市況………………………………10

森林の名称　鬼城山（きのじょうざん）

ア ク セ ス　国道 180 号国分寺口から北へ６㎞

　　　　　　山陽自動車道岡山・総社 ICから約８㎞

問 合 せ 先　鬼城山ビジターセンター

　　　　　　〒719-1105　総社市黒尾 1101-2

　　　　　　Tel&Fax　0866-99-8566

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。

　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が
支払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

－12－

編

　集

　岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人

　岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声

　平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
（
四
一
八
号
）

認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。（間伐材 10%+ 古紙 70%）



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20110706103631
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     Full
     543
     449
    
     None
     Down
     18.4252
     0.0000
            
                
         Both
         55
         AllDoc
         57
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     1.4173
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     12
     11
     12
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



